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23 ２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ

１．町民憲章を朗唱する泉さん（左）と大嶌さん

２．誓いの言葉を述べる須川さん

３．梅森さんによる飲酒運転撲滅の誓い

４．記念品を受け取る五十嵐さん（左）と熊坂さん

新たな門出・輝く未来新たな門出・輝く未来
令和２年足寄町成人式が１月12日に町民センターで行われました。

華やかな振り袖や真新しいスーツに身を包んだ新成人42人が出席し、

晴れやかな20歳の門出を祝いました。

１ ２

３ ４

　

式
典
で
は
新
成
人
を
代
表
し
て

泉
智
彰
さ
ん

と
大
嶌
結
衣
さ
ん

が
町
民

憲
章
を
朗
唱
し
た
後
、
渡
辺
俊
一

町
長
が
「
一
人
の
独
立
し
た
立
派

な
社
会
人
と
し
て
、
常
に
責
任
あ

る
生
き
方
や
言
動
が
求
め
ら
れ
る

と
い
う
自
覚
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
く

だ
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
成
人
を
代
表
し
須

川
幸
希
さ
ん

が
「
今
日
、
私
た
ち
が

成
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
た
家

族
や
教
え
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
、
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ

っ
た
地
域
の
方
々
、
そ
し
て
共
に

歩
ん
で
き
た
友
人
・
仲
間
た
ち
の

お
か
げ
で
す
。
私
た
ち
は
、
本
日

よ
り
大
人
の
仲
間
入
り
を
い
た
し

ま
す
。
自
分
ら
し
さ
を
見
失
わ
ず

に
、
若
者
ら
し
く
一
日
一
日
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
知
識
や
経
験
を

身
に
つ
け
、
も
っ
と
成
長
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
た
後
、
梅
森
克
哉
さ
ん

に
よ
る
飲
酒
運
転
撲
滅
の
誓
い
、

最
後
に
代
表
の
五
十
嵐
柚
磨
さ
ん

と

熊
坂
瑠
菜
さ
ん

に
渡
辺
町
長
か
ら
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
に
は
、
坂
口

太
紀
さ
ん

と
畠
良
輔
さ
ん

の
司

会
に
よ
る
祝
賀
会
（
実
行

委
員
会
主
催
）
が
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
に
は
小
・
中

学
校
時
代
の
恩
師
３
人
も

駆
け
付
け
、
お
世
話
に
な

っ
た
先
生
と
の
再
会
に
会

話
を
弾
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

祝
賀
会

ハ
タ
チ
の
抱
負

ハ
タ
チ
の
抱
負



ままちちかかどどままちちかかどどまちかど
写真をご希望の方は広報広聴担当まで

ままちちかかどどままちちかかどどまちかど

45 ２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真

を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

信じる道に向かって

　足寄消防団（奥泉圀博団長、団員１３４人）

の出初め式が町民センターで行われました。

足寄消防団本団と第１分団から第５分団の団

員、陸上自衛隊足寄分屯地の隊員らが力強く

分列行進を行い、その後の式典で奥泉団長が

「普段からできる限りの手だてを講じていく

ことが重要」と訓示を述べました。

　高齢者等複合施設むすびれっじで「ミニコ

ンサート」が開催され、足寄高等学校吹奏楽

局（今野礼仕局長、７人）の局員４人が「知

床旅情」「朧
おぼろ

月
づき

夜
よ

」など全６曲を演奏しました。

また、同局の演奏に合わせて町内合唱サーク

ル「ひまわり合唱団」団員の佐々木卓哉さんが

歌声を披露しました。

心地よいひと時を

冬の夜空を暖かく照らす

　「ウッドキャンドルナイト２０２０」（同

実行委員会主催）があしょろ銀河ホール21前

で開催され、町内外から多くの来場者が訪れ

ました。会場には本町の森林資源であるカラ

マツ材を活用したウッドキャンドルや町民手

作りのアイスキャンドルが飾られ、来場者は

幻想的な夜を楽しみました。

　本町と㈱北海道日本ハムファイターズのパ

ートナー協定事業「田中賢介ふれあいトーク

ショー」（町ほか主催）が町民センターで開

催されました。２０１９年のシーズンを最後

に北海道日本ハムファイターズで現役を引退

した田中さんを一目見ようと約３００人のファ

ンが来場しました。

12/1
3

12/1
3

1/71/7スケートの基本を体験

　小学生を対象としたジュニアスケート教室

（町教育委員会ほか主催、全２回）が里見が

丘スケートリンクで開催され、65人が参加し

ました。子どもたちは年齢やレベル別に分か

れて講師から滑り方の基本や体重のかけ方、

足の運び方など上手に滑るコツを分かりやす

く教えてもらいました。

1/81/8

1/161/16

　書き初め大会（町教育委員会主催）が町民

センターで開催され、小学生から一般まで22

人が参加しました。参加者は、講師から「元

気よくのびのびと」「バランスを考えて」な

どとアドバイスを受けながら「こたつ」「正

月の空」「希望の光」「世界友好」など、それ

ぞれの題字を力強く書き上げていました。

1/41/4

1/251/25

元気よくぺったんこ

　防犯強化と地域安全活動の啓発を目的とし

た「歳末防犯一斉パトロール」（町防犯協会

主催、後藤次雄会長）が行われ、同協会会員

や町交通安全指導員など26人が参加しました。

出発式の後、参加者は市街地を巡回し、商店

や歩行者などに防犯啓発グッズを配布しなが

ら年末年始の防犯を呼び掛けました。

1/101/10

　町認定こども園どんぐり（渡辺裕美園長）

で餅つきが行われました。子どもたちは餅つ

きの歌を元気よく歌った後、ボランティアと

して参加した斉藤井出建設株式会社社員や保

護者の会役員らの協力の下、らいおん（年長）

組の子どもたちが順番に力強くお餅をつきま

した。

町の安全・安心のために

筆に思いを込めて 地域の安全を呼び掛ける 12/18
12/18
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平成31年・令和元年 広報あしょろこの一年

１月号

足寄町開町１１０年記念イベント

・歳末助け合いカラオケチャリテ

ィーショー

・北海道日本ハムファイターズ選

手による「読み聞かせ」

・女性のつどい

３月号

里見が丘公園「お山の複合遊具」

が春から供用開始

・町民スケート大会

・ウッドキャンドルナイト

・よしながこうたく読み聞かせ＆

ライブペイント

５月号

第19回統一地方選挙

・足寄町平成の歩み

・入園・入学

・消費生活展

・中山間事業パネル展

・防火パレード・街頭防火ＰＲ

７月号

北海道遺産「螺湾ブキ」収穫

・どんぐりで農業体験

・小学校運動会

・ジュニア水泳教室

・ラワンブキ青空教室

・足寄消防団連合演習

９月号

足寄ふるさと盆踊り・両国花火大会

・社会を明るくする運動

・文化協会芸能発表会

・健康づくり講演会

・博物館トークイベント

・町民ふれあいスポーツ大会

11月号

功績をたたえて

・足寄高校生海外研修派遣事業

・オンネトー物語

・赤十字ふれ“愛”バザール

・吹奏楽フェスティバル

・町民マラソン大会

２月号

成人式

・総合開発審議会

・４月からごみの出し方が変わります

・出初め式

・書初め大会

・むかしのお正月あそび

４月号

ウェタスキウィン市訪問団が来町

・「だから、足高へ行く。」

・勤労青年国内研修

・ふるさとを考える町民のつどい

・読書感想文コンクール表彰式

・防犯かるた大会

６月号

足寄ふるさと花まつり

・交通安全教室

・春のこどもフェスティバル

・生きがいスクール入塾式

・ひまわり食堂足寄

・足寄中学校体育祭

８月号

災害に備える

・北海道日本ハムファイターズ鎌ヶ

谷スタジアム「北海道・足寄デー」

・足寄高等学校観岳祭

・足寄中学校「生教育授業」

・マンホールカード登場

10月号

長寿と健康を祝して

・青少年芸術鑑賞会

・バロックコンサート

・どんぐり運動会

・ラリー北海道

・普通救命講習会

12月号

広報あしょろ８００号

・足寄中学校フランス料理体験会

・交通事故死ゼロ３０００日を達成

・町民芸術祭

・東京と足寄を結ぶふるさと会

・どんぐり発表会

星
崎
隆
雄
ささ
んん

に

 

旭
日
双
光
章

令
和
元
年
度
総
合
開
発
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

長
き
に
わ
た

り
教
育
行
政
を

担
っ
て
き
た
元

町
教
育
委
員
会

委
員
長
の
星
崎

隆
雄
さ
ん

が
、
令

和
元
年
秋
の
叙

勲
に
お
い
て
旭

日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
、
渡
辺
俊
一
町
長

と
藤
代
和
昭
教
育
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

星
崎
さ
ん

は
、
平
成
３
年
12
月
か
ら
平
成

30

年
10
月
ま
で
26
年
10
カ
月
に
わ
た
り
、

町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
う
ち
平
成

15
年
10
月
か
ら
平
成
28
年
９
月
ま
で
の
13

年
間
は
委
員
長
と
し
て
、
町
の
教
育
の
向

上
お
よ
び
教
育
行
政
の
推
進
・
発
展
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
間
、
十
勝
管

内
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
会
長
、
北
海

道
町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
理
事
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

星
崎
さ
ん

は
「
天
皇
陛
下
か
ら
直
々
に
章

を
い
た
だ
け
て
大
変
栄
誉
あ
る
事
。
こ
れ

か
ら
も
尽
く
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
委
員
の
活
動
で

は
小
学
校
の
統
合
が
大
変
だ
っ
た
と
い
う

事
を
強
く
覚
え
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

・
十
勝
オ
ホ
ー
ツ
ク
自
動
車
道
の
足
寄
IC

～

陸
別
小
利
別
IC

間
の
早
期
開
通
と
足
寄
IC

～
本
別
IC

の
本
別
IC

（
釧
路
方
面
）
開
通

を
、
国
に
対
し
て
引
き
続
き
要
請
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
佐
野
川
の
散
策
路
（
木
柵
）
の
再
整
備
を

北
海
道
に
対
し
て
引
き
続
き
要
請
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
里
見
が
丘
公
園
再
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

見
直
し
計
画
策
定
前
に
町
民
の
意
見
を
聞

い
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
子
育
て
支
援
に
係
る
無
償
化
施
策
に
つ
い

て
、
所
得
制
限
を
求
め
る
声
に
応
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
一
次
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
活
性
化
と
そ

れ
に
伴
う
社
会
基
盤
整
備
な
ど
、
産
業
が

衰
退
し
な
い
よ
う
な
施
策
を
お
願
い
し
た
い
。

・
町
道
補
修
計
画
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

・
災
害
時
に
緊
急
車
両
の
通
行
の
妨
げ
に
な

ら
な
い
た
め
の
無
電
柱
化
に
つ
い
て
、
課

題
の
抽
出
、
費
用
な
ど
の
調
査
を
お
願
い

し
た
い
。

・
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
照
明
灯
が
暗

い
の
で
、
今
よ
り
明
る
く
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

・
災
害
発
生
時
に
対
応
す
る
行
政
職
員
体
制

づ
く
り
を
お
願
い
し
た
い
。

・
町
道
か
ら
牛
舎
等
へ
の
進
入
路
の
舗
装
化

が
防
疫
上
重
要
で
あ
り
、
事
業
化
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

・
消
防
庁
舎
へ
の
早
急
な
空
調
設
備
設
置
を

お
願
い
し
た
い
。

・
空
き
家
店
舗
の
利
活
用
策
と
し
て
、
お
試

し
店
舗
と
し
て
の
利
用
に
対
す
る
補
助
を

考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
額
を
増
や
す
た
め
に
特
産

品
開
発
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
へ
の
参
加
者
増
加
に
繋

が
る
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

・
患
者
輸
送
バ
ス
の
バ
ス
停
の
位
置
を
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
建
設
に
あ
た
り
、

人
口
減
少
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
中
山
間
地
域
内
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
、

研
究
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　　
　

い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
に
つ
い
て
は
、

審
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
実
施
計
画
と

あ
わ
せ
て
、
本
年
度
以
降
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳　

細

　

役
場
総
務
課
企
画
調
整
担
当

 

☎

25

－

２
１
４
１　

内
線
３
１
７

　

町
で
は
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
足
寄
町
総
合
開
発
審
議
会
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
12
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
今
年
度
の
審
議
会
で
は
、
町
長
の

諮
問
に
応
じ
、
足
寄
町
第
６
次
総
合
計
画
後
期
実
施
計
画
（
令
和
２
～
６
年
度
）
（
案
）
に

つ
い
て
審
議
し
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
実
施
計
画
の
審
議
に
関
連
し
て
発
言
の
あ
っ
た
各
専
門
部
会
か
ら
の
意
見
・

要
望
の
要
旨
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。



足寄町×ウェスタスキウィ足寄町×ウェスタスキウィン市ン市
姉妹都市提携30周年記念プロジェクト姉妹都市提携30周年記念プロジェクト

親善

使節団

６/３　　～12

優しさ溢れる

カナダを体感！

２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ 89

　足寄町はカナダ・アルバータ州ウェタスキ

ウィン市と姉妹都市提携を結び、今年で30周

年を迎えます。本事業は親善使節団を派遣し、

ウェタスキウィン市の人たちとの交流を通し、

両市町の友好をさらに深めることを目的とし

ています。

６／３㈬　足寄町→羽田空港→成田空港→

　　　　　カルガリー空港→バンフ泊

　　４㈭　バンフ国立公園視察

　　５㈮　バンフ→ウェタスキウィン市→

　　　　　歓迎夕食会→ホームステイへ

　　６㈯　ウェタスキウィン市内視察

　　　　　姉妹都市提携30周年記念式典

　　７㈰　ホストファミリーとのフリータイム

　　８㈪　ウェタスキウィン市→

　　　　　エドモントン空港→トロント空港→

　　　　　トロント泊

　　９㈫　ナイアガラの滝視察など

　　10㈬　ナイアガラフォール→トロント空港

　　11㈭　羽田空港着（ホテル泊）

　　12㈮　羽田空港→足寄町

申込先 ・詳細　教育委員会教育支援担当　　☎　25-3188

令和２年６月３日㈬～６月12日㈮

８泊10日

１人当たり　１３０，０００円

ホームステイ（３泊）、ホテル（５泊）

航空券代（国内・海外）、宿泊代、

バス代、食事代

10人（最少催行人員／５人）

⑴ 足寄町に在住し、令和２年２月１日現在満            

18歳以上の方（高校生を除く）

⑵健康状態が良好で視察研修に耐えられる方

⑶ 過去に町民ジェットに参加した経験がない

方で、本事業参加後に国際交流友の会（Ｗ

Ａの会）に加入意思のある方

⑷派遣に係る事前、事後研修会に出席できる方

令和２年２月14日㈮～３月５日㈭

本事業は、令和２年度予算成立後、速やかに

事業を開始できるようにするため、予算成立

前に募集の手続きを行うものです。予算執行

は令和２年度予算の成立が前提であり、今後

内容等が変更になることもあります。

事業目的事業目的

足寄町親善使節団派遣事業足寄町親善使節団派遣事業
旅 行 期 間

参 加 費 用

宿 泊 先

参加費用に

含まれるもの

募 集 人 数

応 募 資 格

申 込 期 間

そ の 他

参加者
募集中

足　寄
発着

８泊10日

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
。
行
政
手
続
き
な
ど
で
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ
ば
便
利
な
場

面
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
は
、
郵

送
・
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

可
能
で
、
ど
の
方
法
で
も
所
要
時
間
は
お

お
む
ね
５
～
10
分
で
す
。

　

申
請
後
、
受
け
取
り
ま
で
に
お
お
む
ね

１
カ
月
間
要
す
る
た
め
、
早
め
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

郵
送
に
よ
る
申
請

①
個
人
番
号
カ
ー
ド

　

交
付
申
請
書
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、

　

６
カ
月
以
内
に
撮

　

影
し
た
顔
写
真
を
貼
付
し
、
通
知
カ
ー
ド

　

に
同
封
さ
れ
て
い
た
封
筒
に
入
れ
、
ポ
ス

　

ト
に
投
函
し
て
申
請
完
了
。

※
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
さ
れ
て
い
た
封
筒
の

使
用
期
限
が
〝
平
成
29
年
10
月
４
日
”
と

な
っ
て
い
る
場
合
で
も
〝
令
和
４
年
５
月

31
日
”
ま
で
は
切
手
を
貼
付
し
な
く
て
も

そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
申
請

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

で
顔
写
真
を
撮
影
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

で
交
付
申
請
書
の

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
。

③
申
請
者
専
用
サ
イ
ト
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

を
登
録
。

④
申
請
者
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が

届
い
た
ら
、 

顔
写
真
を
登
録
、
必
要
事
項

を
入
力
し
て
申
請
完
了
。

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
申
請

①
カ
メ
ラ
で
顔
写

　

真
を
撮
影
。

②
申
請
者
専
用
Ｗ

　

Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ

　

ス
を
登
録
。

③
申
請
者
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が

届
い
た
ら
、
顔
写
真
を
登
録
、
必
要
事
項

を
入
力
し
て
申
請
完
了
。

申
請
後
の
受
け
取
り
に
つ
い
て

　

申
請
後
、
約
１
カ
月
後
に
町
か
ら
「
交
付

通
知
書
」
が
届
き
ま
す
。
交
付
通
知
書
に
記

載
の
必
要
書
類
を
持
参
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
り
に
ご
本
人
が
交
付
窓

口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
本
人
確
認
の
上
、

暗
証
番
号
を
設
定
し
て
頂
く
こ
と
に
よ
り
、

カ
ー
ド
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

詳　

細　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
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８
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９
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５
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役
場
総
務
課
情
報
管
理
担
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

つ
く
っ
て
み
よ
う
！

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
便
利
な
使
い

方
に
つ
い
て
は
次
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
る
た
め
「
み
ん
な

の
広
場
Ａ
メ
ー
ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
か
ら
町
行
政
に
対
し
て

感
じ
て
い
る
こ
と
、
最
近
気
に
な
っ
て
い
る

こ
と
、
こ
ん
な
ア
イ
デ
ア
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
ほ
し
い
、
こ
こ
が
分
か
ら
な
い
な

ど
、
ど
ん
な
内
容
で
も
結
構
で
す
の
で
「
Ａ

メ
ー
ル
」
を
使
っ
て
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
な

ど
、
全
て
に
町
長
が
目
を
通
し
ま
す
。
住
所
、

氏
名
な
ど
連
絡
先
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も

の
に
つ
い
て
は
回
答
で
き
ま
せ
ん
が
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
要
望
な

ど
の
一
部
を
「
広
報
あ
し
ょ
ろ
」
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
年
齢
、
性
別
の
み

を
掲
載
し
、
住
所
、
氏
名
な
ど
は
掲
載
い
た

し
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
特
定
の
個
人
を
ひ
ぼ
う
、
中
傷
す

る
も
の
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

申
込
先
・
詳
細

　
　
　

役
場
総
務
課
広
報
広
聴
担
当
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スケジ
ュール



２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ 1011

い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝

い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に　

日
々
感
謝

  
あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

あ
し
ょ
ろ
の
上
下
水
道

第21号第21号

心

の

健

康

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

詳　

細

　
　
　

役
場
福
祉
課
保
健
推
進
担
当

 

☎
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－

２
５
７
１

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
で
多
い
う
つ
病

　

環
境
や
人
間
関
係
な
ど
誰
に
で
も
あ
る
ス

ト
レ
ス
が
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
た
時

に
心
に
不
調
が
起
こ
り
ま
す
。
左
記
の
自
己

チ
ェ
ッ
ク
で
、
２
つ
以
上
当
て
は
ま
り
、
そ

の
状
態
が
２
週
間
以
上
ほ
と
ん
ど
毎
日
続
い

て
、
生
活
に
支
障
が
出
て
い
る
場
合
、
う
つ

病
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

う
つ
病
は
、
ひ
ど
く
落

ち
込
ん
だ
り
、
物
事
に
対

す
る
興
味
や
関
心
を
失
っ

て
し
ま
う
精
神
的
疾
患
で

す
が
、
頭
痛
や
便
秘
な
ど
の
身
体
症
状
を
伴

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が
進
行
す
る
と
、

自
分
の
存
在
を
否
定
的
に
捉
え
、
絶
望
感
に

さ
い
な
ま
れ
、
死
に
た
い
気
持
ち
に
な
る
な

ど
深
刻
な
状
態
に
陥
り
ま
す
。

　

ま
た
、
う
つ
病
は
病
院
で
治
療
が
可
能
な

病
気
で
す
。
精
神
科
や
心
療
内
科
へ
受
診
し

早
期
に
治
療
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

家
族
や
友
人
、
同
僚
な
ど
の
様
子
が
い
つ

も
と
違
う
な
と
感
じ
る
と
き
、
そ
れ
は
放
っ

て
お
け
な
い
何
か
し
ら
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
周
囲
の
人
が
早
期
に
気
付
き
、
医

療
や
相
談
先
の
専
門
職
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
重

要
で
す
。

命
を
守
る
た
め
に
大
切
な
こ
と

　

心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
て
、
悩
ん
で
い
そ

う
な
人
が
周
囲
に
い
た
ら
、
そ
っ
と
声
を
掛

け
、
話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
気
付
く

　

こ
れ
ま
で
と
違
う
様
子
を
見
逃
さ
ず
、
思

い
悩
ん
で
い
る
人
の
サ
イ
ン
に
気
付
い
た
ら

声
を
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
聴
く

　

悩
ん
で
い
る
こ
と
に
気
付
い
た
ら
、
心
配

し
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
と
相
手
に
伝
え

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
話
を
聞
く
と
き
に
は

本
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
聴
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

③
相
談
に
つ
な
げ
る

　

相
手
の
状
況
に
応
じ
て
、
専
門
機
関
や
医

療
機
関
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自

分
た
ち
だ
け
で
抱
え
こ
ま
ず
、
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
な
が
ら
、
相
談
で
き
る
と
こ
ろ
が

あ
る
こ
と
を
そ
っ
と
知
ら
せ

て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

④
見
守
る

　

早
く
元
気
に
な
っ
て
欲
し
い
と
焦
っ
た
り

せ
ず
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
距
離
感
で

付
き
合
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処
法

　

う
つ
病
を
予
防
す
る
に
は
、
ス
ト
レ
ス
を

溜
め
込
ま
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

入
浴
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

を
確
保
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取

り
方
を
工
夫
す
る
、
も
の
の
見
方
・
考
え
方

を
変
え
て
み
る
、
自
分
の
趣
味
に
熱
中
す
る

な
ど
、
自
分
に
合
っ
た
ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処

法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　

自
殺
対
策
基
本
法
で
は
、
「
誰
も
自
殺
に

追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
社
会
」
の
実
現

に
向
け
、
３
月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
し

て
相
談
事
業
や
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

自
身
の
心
の
健
康
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。
一
人
で
悩
む
の
で
は
な
く
助

け
を
求
め
る
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

＜うつ病の自己チェック＞

□毎日の生活に充実感がない

□これまで楽しんでできていたことが

　楽しめなくなった

□以前は楽にできていたことが

　今ではおっくうに感じられる

□自分が役に立つ人間だと思えない

□訳もなく疲れたような感じがして

　元気が出ない

　

本
町
で
は
、
自
殺
対
策
行
動
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

< 相　談　先 >

●帯広保健所　こころの相談電話

　☎０１５５―２１－９１１０

　月～金（祝日を除く）

　午前８時45分～午後５時

●足寄町役場　福祉課

　☎２５－２５７１

　月～金（祝日を除く）

　午前８時35分～午後５時５分

詳　

細

　
　

役
場
建
設
課
上
下
水
道
工
務
担
当
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安
定
し
た
水
道
を
守
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
協
力
を

　

毎
年
、
寒
さ
が
一
段
と
厳
し
い
12
月
か
ら

３
月
に
か
け
て
水
道
管
の
凍
結
事
故
が
多
発

し
ま
す
。

　

水
道
が
凍
結
す
る
と
、
水
が
出
な
く
な
る

だ
け
で
は
な
く
、
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
、

解
凍
作
業
や
修
理
代
に
思
わ
ぬ
出
費
が
か
か

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
旅
行
等
で
長
期
間
家

水
道
管
の
凍
結
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

指定工事業者名 所在地 電話番号

㈱マルヨ産業 北２－３ ☎２５－３０２９

㈲ 武 藤 住 設 南３－３ ☎２５－２４３７

㈲白沢文栄堂 南５－１ ☎２５－２４１０

㈲ コ ミ ヤ マ 南２－２ ☎２５－５７６５

町内指定業者

上
下
水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
の

届
け
出
は
お
早
め
に

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
事
前
に
役
場
建
設

課
上
下
水
道
室
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
が
全
国
的
に

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
、
安
心
で
安
定
し
た
水
道
水
を

供
給
す
る
た
め
整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

整
備
し
た
水
道
管
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

状
況
で
す
。
継
続
的
に
水
道
管
の
更
新
工
事

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
老
朽
化
し
た
水
道
管

が
増
え
て
い
く
と
、
漏
水
事
故
が
発
生
す
る

可
能
性
が
高
ま
り
、
断
水
・
濁
水
の
原
因
と

な
る
ほ
か
、
道
路
陥
没
な
ど
の
２
次
災
害
の

危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。

　

近
年
、
本
町
で
も
各
所
で
突
発
的
な
漏
水

事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
水
道

利
用
者
に
も
漏
水
事
故
や
災
害
な
ど
に
備
え

て
水
を
備
蓄
す
る
な
ど
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

今
後
も
計
画
的
に
水
道
管
の
更
新
工
事
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
工
事
現
場
周
辺

に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
は
、
工
事
に
伴
う

断
水
の
お
願
い
や
交
通
規
制
、
騒
音
、
振
動

な
ど
で
一
時
的
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

漏水した水道管

漏水により陥没したコンクリート

を
空
け
る
と
き
や
真
冬
日
が
続
い
た
と
き
は

特
に
注
意
が
必
要
で
す
。
必
ず
水
落
と
し
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　

水
道
管
が
凍
結
ま
た
は
破
裂
し
た
場
合
は
、

速
や
か
に
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

連
絡
し
修
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
解
凍
作
業
や
修
繕
工
事
な
ど
の
費
用
は
、

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
修
理
の
作

業
時
間
や
修
理
に
使
っ
た
材
料
な
ど
に
よ
っ

て
費
用
は
異
な
り
ま
す
。

・
転
入
、
転
出
、
転
居

・
１
カ
月
以
上
、
上
下
水
道
を
使
用
し
な
い

・
上
下
水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る

・
上
下
水
道
の
用
途
が
変
わ
る

　

（
家
事
用
か
ら
業
務
用
へ
の
変
更
等
）

・
上
下
水
道
を
再
び
使
用
す
る

・
家
を
取
り
壊
し
て
上
下
水
道
を
廃
止
す
る

足
寄
小
学
校
４
年
生
が

上
下
水
道
施
設
を
見
学

　

今
後
も
本
町
の
水
道
事
業
、
下
水
道
事
業

を
よ
り
多
く
の
方
に
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

き
、
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

浄
水
場
で
は
、
水
が
で
き
る
ま
で
を
学
ん

だ
後
、
本
町
の
水
と
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

で
利
き
水
を
し
て
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し
ま

し
た
。

　

下
水
処
理
場
で
は
、
汚

れ
た
水
が
ど
の
よ
う
に
処

理
さ
れ
河
川
へ
放
流
し
て

い
る
の
か
学
び
、
下
水
道

の
正
し
い
使
い
方
を
学
習

し
ま
し
た
。



２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ 1213

ミセス ユミ子の

消費生活
Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員髙安ユミ子消費生活相談員
第87回

　

広
い
足
寄
町
の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

広
い
足
寄
町
の
魅
力
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

あ
し
ょ
ろ

ふ

る

さ
と

あ
し
ょ
ろ

ふ

る

さ
と

再
発
見

再
発
見

　　

第６回第６回

消防通信　第39号

前　略

足寄消防署より

年
間
出
動
件
数 

（
１
月
31

日
現
在
）

救
急
出
動 

32

件
（
10

件
減
）

火
災
出
動 

０
件
（
同　

数
）

 

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

友
達
に
聞
か
れ
た
の
。
ど
う
し
た
ら
い
い
か
な
？

ユ
ミ
子

：

ど
ん
な
メ
ー
ル
が
届
い
て
い
る
の
？

最
近
は
新
た
な
手
口
で
有
名
な
企
業
を
名
乗

っ
て
い
た
り
、
公
的
機
関
を
装
っ
た
メ
ー
ル

が
増
え
て
い
る
み
た
い
よ
。

ア
ユ
ミ

：

メ
ー
ル
の
内
容
は
忘
れ
ち
ゃ
っ
た

の
。
公
的
な
機
関
っ
て
、
〇
〇
セ
ン
タ
ー
み

た
い
な
感
じ
？

ユ
ミ
子

：

そ
う
！
特
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー
っ

て
い
う
名
称
で
送
ら
れ
て
き
た
ら
信
用
し
て

し
ま
う
で
し
ょ
？
悪
質
な
サ
イ
ト
等
で
騙
さ

れ
て
お
金
を
支
払
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
に
「
消

費
者
セ
ン
タ
ー
」
を
か
た
る
不
審
な
メ
ー
ル

が
届
い
た
り
し
て
い
る
み
た
い
。
で
も
メ
ー

ル
の
内
容
に
よ
っ
て
対
処
方
法
が
変
わ
っ
て

く
る
か
ら
、
そ
の
お
友
達
に
は
直
接
消
費
生

活
相
談
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
っ
て
伝
え

て
ね
。
万
が
一
、
そ
ん
な
メ
ー
ル
に
返
信
し

て
し
ま
っ
た
り
、
個
人
情
報
を
伝
え
て
し
ま

っ
た
ら
、
す
ぐ
警
察
に
届
け
て
ね
。

被
害
回
復
を
か
た

る
怪
し
い
メ
ー
ル

に
気
を
付
け
ま

し
ょ
う
！
の
巻

ア
ユ
ミ

：

ユ
ミ
子
さ

ん
「
迷
惑
メ
ー
ル
が

沢
山
送
ら
れ
て
く
る

の
だ
け
ど
、
ど
う
し

た
ら
い
い
？
」
っ
て

詳　

細　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

 

☎
28

－

０
５
８
５

 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分

　
　
　
　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

 

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

【
新
し
い
手
口
の
概
要
】

・
「
消
費
者
セ
ン
タ
ー
特
別
返
金
対
応
課
」

と
い
う
名
称
を
騙
り
「
被
害
者
リ
ス
ト
に

名
前
が
載
っ
て
い
る
」
と
不
安
に
さ
せ
る
。

・
「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
開
設
を
申
請
す
る
と

迷
惑
メ
ー
ル
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
う
そ
を
つ
く
。

・
「
申
請
の
た
め
に
少
額
の
電
子
マ
ネ
ー
が
必
要
」

と
い
い
、
購
入
さ
せ
て
ID

を
教
え
る
よ
う

誘
導
す
る
。

・
「
手
続
き
を
す
る
と
示
談
金
が
振
り
込
ま
れ
る
」

と
う
そ
を
つ
く
。

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談
を

受
け
て
い
な
い
方
へ
連
絡
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は

「
１
８
８
」
の
み
で
す
の
で
、
被
害
回
復
や

個
人
情
報
を
削
除
す
る
た
め
に
新
た
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト
に
申
請
す
る
必
要
も

あ
り
ま
せ
ん
。
有
料
で
手
続
き
を
さ
せ
る
こ

と
や
高
額
な
示
談
金
を
個
人
へ
支
払
う
こ
と

も
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
万
が
一
個
人

情
報
等
を
伝
え
て
し
ま
っ
た
場
合
は
す
ぐ
に

警
察
へ
届
け
て
く
だ
さ
い
。

足
元
に
絡か

ら

み
し
猫
や
冬
日
和

 

山
岸　

清
子

か
ら
か
ら
と
音
た
て
転
ぶ
枯
葉
か
な

 

坂
本　

夢
乃

寄
り
添
い
て
枯
野
の
道
の
老
夫
婦

 

小
山　

博
子

か
さ
こ
そ
と
枯
葉
ふ
み
ふ
み
行
く
径

こ
み
ち

 

湯
浅　

保
子

冬
空
に
雄ゆ

ゆ々
し
く
浮
か
ぶ
阿
寒
富
士

 

@
田　

哲
子

秋
風
や
い
ち
ょ
う
葉
転
ぶ
黄
金
道

 

多
田
す
み
子

冬
日
和
け
ふ
を
最
後
の
畑
仕
事

 

高
橋
と
し
子

冬
日
和
雲
ひ
と
つ
無
き
野
路
ゆ
け
り

 

山
本
ひ
ろ
し

見
た
ま
ま
感
じ
た
ま
ま

 

足
寄
凍
土
吟
社

俳 

句

町民文芸

　

令
和
元
年
12
月
１
日
に
道
東
舗
道
株
式
会

社
（
丸
山
勝
由
代
表
取
締
役
）
の
消
防
団
協

力
事
業
所
表
示
証
の
更
新
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
消
防
団
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
ま
た
は
そ
の
他
の
団
体
に
対
し
て
、

町
が
「
消
防
団
協
力
事
業
所
」
と
認
定
し
公

表
す
る
こ
と
で
、
事
業
所
の
協
力
が
社
会
貢

献
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

同
社
は
平
成
25
年
12
月
に
消
防
団
協
力
事

業
所
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
間
、

勤
務
時
間
中
に
お
い
て
災
害
等
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
消
防
団
が

迅
速
に
出
動
で
き
る
よ

う
に
配
慮
し
、
消
防
団

活
動
に
深
い
理
解
と
積

極
的
な
協
力
を
行
い
、

地
域
の
安
全
・
安
心
の

確
保
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
ま
す
。

「
道
東
舗
道
株
式
会
社
」

　

足
寄
消
防
団
第
１
分
団

　
　

部
長　

佐
野　

敦

　
　

団
員　

小
林　

史
明

　

足
寄
消
防
団
第
５
分
団
２
部

　
　

団
員　

松
本　

和
哉

消
防
団
活
動
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す

詳　

細　

足
寄
消
防
署
☎
25
―
２
６
１
９

詳　

細　

足
寄
消
防
署
☎
25

－

２
６
１
９

雪
害
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

令
和
元
年
は
、
８

月
の
九
州
北
部
豪
雨

の
ほ
か
、
10
月
に
は

台
風
19
号
が
関
東
を

縦
断
し
記
録
的
大
雨

を
も
た
ら
す
な
ど
、

大
水
害
の
年
と
な
り

ま
し
た
。
異
常
気
象

は
地
球
環
境
の
変
化

な
ど
に
伴
い
発
生
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
、
数
十
年
に
一
度
の
規
模
の
災
害
が
毎

年
の
よ
う
に
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、さ
ら
に

警
戒
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
格
的
な
冬
期
間
を
迎
え
、
雪
害
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
雪
害
に
よ
る
死
者
、

行
方
不
明
者
は
風
水
害
に
次
い
で
多
く
、
全

体
の
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

〈
雪
害
に
よ
る
人
的
被
害
の
主
な
要
因
〉

①
屋
根
の
除
雪
作
業
中
に
転
落

②
除
雪
作
業
中
の
側
溝
等
へ
の
転
落

③
除
雪
機
の
事
故
（
巻
き
込
ま
れ
な
ど
）

④
屋
根
か
ら
の
落
雪

⑤
除
雪
作
業
と
い
う
重
労
働

　

雪
害
に
よ
る
人
的
被
害
の
主
な
要
因
と
な

る
除
雪
作
業
中
の
事
故
を
防
ぐ
事
が
必
要
で
す
。

〈
除
雪
作
業
時
の
心
掛
け
〉

①
２
人
以
上
で
除
雪
作
業
を
行
う

②
は
し
ご
の
固
定
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
命
綱
の

装
着
な
ど
の
安
全
対
策

③
除
雪
機
の
適
切
な
利
用

④
経
験
、
年
齢
、
体
力
に
対
し
て
過
信
せ
ず
、

無
理
な
作
業
は
行
わ
な
い

　

近
年
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が
犠
牲
と
な

る
割
合
が
高
く
、
全
犠
牲
者
の
約
70

％
を
占

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
傾
向
は
、
除
雪
作

業
の
担
い
手
不
足
が
要
因
と
考
え
ら
れ
、
近

隣
所
、
自
治
会
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共

助
が
有
効
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
「
何
が
で
き
て
い
れ
ば
犠
牲
は
避
け
ら

れ
た
の
か
」
と
い
う
視
点
で
き
め
細
や
か
な

対
策
を
行
い
、
雪
害
に
強
い
安
心
安
全
な
町

づ
く
り
を
追
及
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
冬
は
雨
天
の
影
響
に
よ
り
路
面

が
凍
結
し
、
高
齢
者
の
転
倒
・
転
落
事
故
の

危
険
性
が
非
常
に
高
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
家
族
や
親
戚
、

地
域
の
方
が
意
識
す
る
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

詳　

細　

あ
し
ょ
ろ
観
光
協
会
（
細
矢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
25

－

６
１
３
１

【
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
】

　

北
欧
の
国
々
で
は
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ト
ー

チ
」
や
「
木
こ
り
の
ロ
ー
ソ
ク
」
と
呼
ば
れ
、

山
で
働
く
人
た
ち
が
山
中
で
暖
を
取
る
と
き

や
か
が
り
火
と
し
て
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　

今
か
ら
９
年
前
、
当
時
の
足
寄
町
に
は
冬

の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
「
で
き
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
！
」
と

数
人
が
集
ま
り
、
始
ま
っ
た
の
が
カ
ラ
マ
ツ

材
な
ど
の
林
地
残
材
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
で
す
。

　

１
月
25
日
に

「
第
９
回
ウ
ッ
ド

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
２
０
２
０
」
が

開
催
さ
れ
、
多
く

の
町
民
、
親
子
連

れ
が
来
場
し
、
ウ

ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル

の
炎
で
マ
シ
ュ
マ

ロ
を
焼
い
て
食
べ
た
り
、
幻
想
的
な
写
真
を

撮
っ
た
り
す
る
な
ど
、
木
の
マ
チ
足
寄
ら
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
関
連
記
事

：

５
ペ
ー
ジ
）

　

ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
は
道
の
駅
あ
し
ょ
ろ

銀
河
ホ
ー
ル
21
で
展
示
・
販
売
を
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ウ
ッ
ド
キ
ャ
ン
ド
ル
の
醸
し
出

す
や
わ
ら
か
な
炎
の
揺
ら
ぎ
を
体
験
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

価
格　

１
本　

１
５
０
０
円
～

ウッドキャンドル



２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ２０２０年（令和２年）２月号　広報あしょろ 1415

申
込
期
限　

２
月
18

日
㈫

申
込
方
法　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
応
募
フ
ォ
ー
ム

に
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

参
加
費
無
料

詳
細　

十
勝
町
村
会
事
務
局

☎
０
１
５
５

－

23

－

６
２
０
４

無
料
法
律
相
談
を
開
設
し
ま
す

　

釧
路
弁
護
士
会
帯
広
弁
護
士
協
会
で
は
、

法
律
問
題
に
お
困
り
の
方
の
た
め
に
、
弁
護

士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
24

日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

そ
の
他　

相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

申
込
先
・
詳
細　

釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

☎
０
１
５
５

－

66

－

４
８
７
７

海
上
保
安
庁
緊
急
通
報
用
電
話
番
号

「
１
１
８
番
」
を
ご
存
じ
で
す
か

　

「
１
１
８
番
」
は
海
で
の
事
件
・
事
故
の

緊
急
通
報
用
電
話
番
号
で
す
。
海
で
事
件
や

事
故
に
遭
遇
ま
た
は
目
撃
し
た
と
き
は
、
局

番
な
し
の
「
１
１
８
番
」
に
ダ
イ
ヤ
ル
し
て

く
だ
さ
い
。
海
上
保
安
庁
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

間
違
い
電
話
等
に
は
お
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

詳
細　

第
一
管
区
海
上
保
安
本
部
釧
路
航
空

基
地
☎
０
１
５
４

－

57

－

４
１
１
８

敬
老
祝
金
の
有
効
期
限
が
満
了
し
ま
す

　

令
和
元
年
９
月
15

日
現
在
に
お
い
て
77

歳
、

88

歳
、
99

歳
の
方
を
対
象
に
、
令
和
元
年
９

月
に
お
渡
し
し
た
敬
老
祝
金
（
商
品
券
）
の

有
効
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す
の
で
、
期
限
内

に
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
た
商
品

券
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
願
い
ま
す
。

有
効
期
限　

３
月
16

日
㈪

詳
細　

役
場
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
担
当

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
３
６

小
規
模
飲
食
店
で
の
喫
煙
に
は
届
け

出
が
必
要
で
す

　

平
成
30

年
７
月
の
健
康
増
進
法
の
一
部
改

正
に
よ
り
受
動
喫
煙
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
年
４
月
１
日
か

ら
事
業
所
や
飲
食
店
等
が
原
則
屋
内
禁
煙
と

な
る
な
ど
、
改
正
法
が
全
面
施
行
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
既
存
の
小
規

模
飲
食
店
で
喫
煙
す
る
場
合
は
「
既
存
特
定

飲
食
提
供
施
設
」
と
し
て
「
喫
煙
可
能
室
設

置
施
設
届
出
書
」
を
店
舗
所
在
地
の
保
健
所

に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
小
規
模
飲
食
店
…
令
和
２
年
３
月
31

日
現

在
、
飲
食
店
の
営
業
許
可
を
受
け
て
お
り
、

客
席
面
積
１
０
０
㎡
以
下
か
つ
資
本
金
等

５
千
万
円
以
下
の
店
舗

受
付
開
始
日　

２
月
３
日
㈪
～

届
出
様
式　

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。

十
勝
総
合
振
興
局
保
健
行
政
室
Ⓗh

ttp
://

w
w
w
.to

k
ach

i.p
ref.h

o
k
k
aid

o
.lg

.jp
/h
k
/h
g
c/

詳
細　

帯
広
保
健
所
企
画
総
務
課
企
画
係

☎
０
１
５
５

－

27

－

８
６
３
８

十
勝
18

町
村
合
同
町
村
職
員
採
用
試

験
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

日
時　

３
月
２
日
㈪
午
後
１
時
30

分
～
４
時

30

分
（
受
け
付
け
は
午
後
１
時
～
）

場
所　

ホ
テ
ル
日
航
ノ
ー
ス
ラ
ン
ド
帯
広
２

階
（
帯
広
市
西
２
南
13

）

対
象　

①
Ａ
区
分
（
22

歳
～
30

歳
）
一
般
行

政
、
一
般
技
術
②
Ｂ
区
分
（
18

歳
～
21

歳
）

一
般
行
政
、
一
般
技
術
③
Ｃ
区
分
（
年
齢
区

分
な
し
）
資
格
・
免
許
職

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
入
居
者
を
募
集

　

道
の
駅
あ
し
ょ
ろ
銀
河
ホ
ー
ル
21

の
南
側

に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
地
域
活
性
化
施
設
（
チ

ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
）
」
は
、
ま
ち
な
か
の

賑
わ
い
創
出
と
地
域
の
商
店
・
飲
食
店
の
振

興
、
新
規
創
業
に
つ
な
げ
る
商
業
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
の
新
た
な
入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。
新
規
の
事
業
者
、
個
人
を
最
優
先

に
貸
し
出
し
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

利
用
対
象　

町
民
な
ら
び
に
町
内
商
工
業
者

申
込
期
限　

２
月
28

日
㈮

詳
細
・
申
込
先　

町
商
工
会
（
佐
々
木
）

☎
25

－

２
２
３
６

予
備
自
衛
官
補
を
募
集

応
募
資
格　

一
般

：

18

歳
以
上
34

歳
未
満

技
能

：

18

歳
以
上
で
国
家
資
格
免
許
等
を
有

す
る
者
（
資
格
に
よ
り
年
齢
上
限
は
53

歳
未

満
か
ら
55

歳
未
満
）

受
付
期
限　

４
月
10

日
㈮

試
験
日　

４
月
18

日
㈯
～
22

日
㈬
の
う
ち
指

定
す
る
１
日

詳
細　

自
衛
隊
帯
広
募
集
案
内
所

☎
０
１
５
５

－
23

－

８
７
１
８

Ⓗh
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
co
/o
b
ih
iro
/

会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
・
登
録

　

町
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
募
集
を

し
ま
す
。
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
勤
務

を
希
望
さ
れ
る
方
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、

そ
の
登
録
者
の
中
か
ら
選
考
し
、
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
任
用
し
ま
す
。

業
務
の
種
類　

①
一
般
行
政
職　

②
給
食
業

務
（
国
民
健
康
保
険
病
院
・
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
・
あ
し
ょ
ろ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
・
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
）　

③
介
護
業
務
（
国
民

健
康
保
険
病
院
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

④
看
護
業
務
（
国
民
健
康
保
険
病
院
・
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
）　

⑤
保
育
業
務
（
あ
し

ょ
ろ
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
）　

⑥
自
動
車
運
転

業
務
（
建
設
課
車
両
室
）　

⑦
道
路
維
持
業

務
（
建
設
課
車
両
室
）　

⑧
学
校
公
務
補
業

務
（
教
育
委
員
会
）　

⑨
特
別
支
援
教
育
・

学
習
支
援
員
（
教
育
委
員
会
）　

⑩
公
園
清

掃
作
業
（
建
設
課
建
設
室
）

応
募
方
法　

登
録
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
履

歴
書
（
写
真
添
付
）
を
持
参
の
う
え
、
①
は

役
場
総
務
課
職
員
担
当
、
そ
れ
以
外
は
か
っ

こ
内
の
各
部
署
ま
で
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ

い
。
簡
単
な
面
接
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
資

格
を
有
す
る
方
は
、
資
格
を
証
明
す
る
も
の

の
写
し
を
履
歴
書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細 

役
場
総
務
課
職
員
担
当

☎
25

－
２
１
４
１
内
線
３
２
３

善
意
の
ご
寄
付
・
ご
寄
贈
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

町
へ

・
足
寄
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
菅
田
昌
典
会

長
）
か
ら
図
書
館
の
図
書
購
入
の
た
め

３
万
円

・
足
寄
信
友
会
（
石
川
勲
会
長
）
か
ら
図
書

館
の
図
書
購
入
の
た
め

２
万
円

・
池
田
千
鶴
さ
ん

（
南
４
条
）
か
ら
足
寄
ジ
ュ

ニ
ア
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
楽
器
整
備
お
よ
び
図

書
館
の
あ
づ
ま
文
庫
図
書
整
備
に
役
立
て

て
も
ら
う
た
め

70

万
円

町
認
定
こ
ど
も
園
ど
ん
ぐ
り
へ

・
町
農
業
協
同
組
合
（
新
津
賀
庸
代
表
理
事

組
合
長
）
か
ら

も
ち
米
20

㌔

退
職
者
（
１
月
31

日
付
）

宇
野　

真
史
（
国
民
健
康
保
険
病
院
薬
剤
師
）

Ⓕ…ファックス

Ⓗ…ホームページアドレス

Ⓜ…メールアドレス

お
知
ら
せ

ご
寄
付
・
ご
寄
贈

町
職
員
人
事

募
　
集

本別町から
第43回　舞踊と民謡の祭典

　恒例の「舞踊と民謡の祭典」が今年も開催さ

れます。文化にたしなむ各種団体の皆さんが一

堂に会し、日ごろの成果を披露。舞踊やフラダ

ンスのほか、三味線や民謡など自慢の喉を披露

する華やかな舞台となります。皆さんのご来場

をお待ちしています。

日　時　２月23日㈰午後１時開演

場　所　中央公民館大ホール

詳　細　本別町中央公民館内文化振興担当

　　　　☎２２－５１１１

陸別町から

「銀河の森天文台」よりお知らせ

　２月の銀河の森天文台プラネタリウム上映の

ご案内です。望遠鏡による星空観察と併せてぜ

ひご覧ください。皆さんのご来場をお待ちして

おります。

上映番組「星空を見上げよう」

日　時　２月15日㈯、16日㈰、22日㈯

　　　　　　23日㈰、29日㈯

　　　　１回目午後３時、２回目午後５時

　　　　３回目午後８時～

　　　　※１回の上映時間は約30分です。

定　員　１回あたり20名（当日先着順）

開館時間　午後２時～10時30分

　　　　　（月・火曜日は休館）

入館料　《昼》大人３００円　小人２００円

　　　　《夜》大人５００円　小人３００円

　　　　※小学生未満　無料

※お得なパスポート（発行日より１年有効）

　大人１，０００円　小人６００円

詳　細　銀河の森天文台☎２７－８１００



編集後記編集後記
☆今年も十勝東北部方面小中学校スピー

ドスケート大会の取材に伺いました。

☆プログラムによるとこの大会には昭和

57年から更新されていない大会記録が

いくつかありましたが、今回その記録

の一つがとうとう更新されました！

☆選手の中には、自己記録や大会記録の

更新を目指している選手もいるのでは

ないかと思います。その記録が37年間

更新されていなかった記録となるとさ

らに喜ばしいこと。

☆カメラを構えていた私は、記録更新の

アナウンスを聞き「おお！」と思わず

独り言が出てしまいました…

☆大会記録更新、おめでとうございます！

☆令和元年12月末の住民基本台帳人口を

お知らせします。

　　人　口　６，７８６人

　　　男　　３，３１８人

　　　女　　３，４６８人

　　世　帯　３，４７５世帯

今月の表紙　１月12日㈰に行われた「令和２年足寄町成
人式」でのスナップです。　 （⇒２・３ページ）　

ひとのうごき

１月末の住民基本台帳

人　口　　６，７７２　人　（－14)

　男　　　３，３０８　人　（－10)

　女　　　３，４６４　人　（－４)

世　帯　　３，４６５世帯（－10)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。

瀬古　新
ち
  ゃ
   ん

 （平成30年２月23日生まれ）

　何よりも現場作業車が大好き

な新です。大きくなっても現場

主義で頑張れる人になってくだ

さい。

 匠・裕子さんの子

 （茂喜登牛）

葛　斗
と

望
み

ち
  ゃ
   ん

 （平成30年３月26日生まれ）

　動物が大好きな斗望。お家で

も猫ちゃんたちと兄弟のように

遊んでいます。これからも元気

で、心優しい子になってね。

 良樹・真与さんの子

 （南５条６丁目）

広報あしょろ２月号　№８０２

発　行：足寄町

編　集：総務課総務室　☎25－2141　内線335

〒089-3797　北海道足寄郡足寄町北１条４丁目48番地１

https://www.town.ashoro.hokkaido.jp

　「うちの人気者」では２歳前後の子ども

を毎月２～３人掲載しています。

　掲載を希望される方は、お気軽に役場総

務課広報広聴担当までご連絡ください！メ

ールでも受け付けています。

☎２５－２１４１内線３３４

Mail:kouhou@town.ashoro.hokkaido.jp


